
用
の
容
器

ラ
ム
以
下

用
の
容
器

以
下
の
も

さ
れ
た
も

え
る
も
の

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
一

円
九
〇
銭

の
重
量
が

二
七
・
一
％

二
八
・
八
％

一
％
」

別
表
第
一
の
三
第
〇
四
〇
二
・
一
〇
号
中
「
二
九
・
八
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
九
二
円
」
の
下
に「（
環
太

平
洋
協
定
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
発
効
日
」
と
い
う
。）以
後
に
輸
入
さ

れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
六
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
三
〇
円
）」を
加
え
、「
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
九

二
円

」
を
「
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
九
二
円

（
発
効
日
以
後
に
輸
入
さ
れ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
二
六
％
及
び
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
三
〇
円
）
」
に
改
め
、「
二
一
・
三
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
九
二

円
」
の
下
に「（
発
効
日
以
後
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
六
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
三
〇
円
）」

を
加
え
、
同
表
第
〇
四
〇
二
・
二
一
号
中
「
一
二
三
円
」
及
び
「
一
八
九
円
」
の
下
に「（
発
効
日
以
後
に
輸
入
さ
れ

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
一
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
一
〇
円
）」を
、「
に
つ
き
九
九
円
」
の
下
に「（
発
効
日

以
後
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
六
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
三
〇
円
）」を
加
え
、
同
表
第
〇
四

〇
二
・
二
九
号
中
「
一
二
三
円
」
及
び
「
一
八
九
円
」
の
下
に「（
発
効
日
以
後
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

三
一
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
一
〇
円
）」を
、「
に
つ
き
九
九
円
」
の
下
に「（
発
効
日
以
後
に
輸
入
さ
れ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
三
六
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
三
〇
円
）」を
加
え
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
三
条
の
七
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
十
六
第
一
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
加
え
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

本
邦
又
は
外
国
（
我
が
国
が
締
結
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
で
あ
つ
て
、
全
て
の
締
約
国
の
領
域
内
に

あ
る
登
録
認
証
機
関
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
機
関
に
と
つ
て
不
利
と
な
ら
な
い
待
遇
を
与
え
る
こ
と
を
締
約
国

に
課
す
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
締
約
国
並
び
に
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
を
確
保
す
る
上
で
我
が
国
と
同
等
の
水
準
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診

断
用
医
薬
品
の
製
造
販
売
に
係
る
認
証
の
制
度
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
制
度
を
有
し
て
い
る
国
の
う
ち
当
該
認

証
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
本
邦
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
国
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限

る
。）の
み
に
お
い
て
基
準
適
合
性
認
証
を
行
う
と
認
め
ら
れ
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
三
条
の
七
第
三
項
中
「
登
録
は
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一
項
の
登
録
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
十
第
三
項
中
「
登
録
認
証
機
関
」
の
下
に「（
本
邦
に
あ
る
登
録
認
証
機
関
の
事
業
所
に
お
い
て
基

準
適
合
性
認
証
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
登
録
認
証
機
関
に
限
る
。
第
二
十
三
条
の
十
一
の
二
か
ら
第
二

十
三
条
の
十
四
ま
で
及
び
第
六
十
九
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
十
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
準
用
）

第
二
十
三
条
の
十
四
の
二

第
二
十
三
条
の
十
第
三
項
及
び
第
二
十
三
条
の
十
一
の
二
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、

登
録
認
証
機
関
（
外
国
に
あ
る
登
録
認
証
機
関
の
事
業
所
に
お
い
て
基
準
適
合
性
認
証
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お

け
る
当
該
登
録
認
証
機
関
に
限
る
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
及
び
第
二
十
三
条
の
十

一
の
二
か
ら
第
二
十
三
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
中
「
命
ず
る
」
と
あ
る
の
は
「
請
求
す
る
」
と
、
前
条
第
一
項
中

「
命
ず
べ
き
」
と
あ
る
の
は
「
請
求
す
べ
き
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
命
令
」
と
あ
る
の
は「
請
求
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
六
第
二
項
中
「
命
ず
る
こ
と
」
の
下
に「（
外
国
に
あ
る
登
録
認
証
機
関
の
事
業
所
に
お
い
て
行

わ
れ
る
基
準
適
合
性
認
証
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
期
間
を
定
め
て
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
）」

を
加
え
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
二
十
三
条
の
十
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
の
十
第
三
項
又
は
第
二
十
三
条
の
十
一
の
二
か

ら
第
二
十
三
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
応
じ
な
か
つ
た
と
き
。

別
表
第
一
の
三
第
〇
四
〇
三
・
九
〇
号
中
「
九
二
円
」、「
一
二
三
円
」
及
び
「
一
八
九
円
」
の
下
に「（
発
効
日
以

後
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
六
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
〇
〇
円
）」を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
三
第
〇
四
〇
四
・
一
〇
号
中
「
九
九
円
」
の
下
に「（
発
効
日
の
前
日
以
後
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
五
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
二
〇
円
）」を
、「
一
三
五
円
」
の
下
に「（
発
効
日
以
後
に
輸
入
さ
れ

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
五
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
二
〇
円
）」を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
三
第
〇
四
・
〇
五
項
中
「
一
七
九
円
」
及
び
「
二
一
〇
円
」
の
下
に「（
発
効
日
以
後
に
輸
入
さ
れ
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
六
％
及
び
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
九
〇
円
）」を
加
え
る
。

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第

百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
三
条
の
二
の
八
第
一
項
第
二
号
中
「
本
邦
」
を
「
我
が
国
」
に
改
め

る
。第

二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
中
「
の
認
証
」
の
下
に「（
以
下
「
基
準
適
合
性
認
証
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
三
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
の
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
の
認
証
（
以
下
「
基
準
適
合
性
認
証
」
と
い
う
。）」

を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
、「
同
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
二
項
第
四
号
」
に
、「
そ

の
認
証
」
を
「
そ
の
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
認
証
」
を
「
そ
の
基
準
適
合
性
認
証
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二

十
三
の
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
の
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
、「
同
条
第
三

項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
三
項
」
に
、「
に
よ
り
認
証
」
を
「
に
よ
り
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
六
第
一
項
中
「
同
項
の
認
証
」
を
「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
認
証
」
を

「
基
準
適
合
性
認
証
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
十
六
第
二
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

六

厚
生
労
働
大
臣
が
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
、
登
録
認
証
機
関
（
外
国
に
あ
る
登
録
認
証
機
関
の
事
業
所
に

お
い
て
基
準
適
合
性
認
証
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
登
録
認
証
機
関
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）に
対
し
て
、
当
該
基
準
適
合
性
認
証
の
業
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
、
報
告
を
求
め
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
報
告
が
さ
れ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
が
さ
れ
た
と
き
。

七

厚
生
労
働
大
臣
が
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
、
そ
の
職
員
に
、
登
録
認
証
機
関
の
事
務
所
に
お
い
て
、
帳
簿

書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
よ
う
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
検
査
が
拒

ま
れ
、
妨
げ
ら
れ
、
若
し
く
は
忌
避
さ
れ
、
又
は
そ
の
質
問
に
対
し
て
、正
当
な
理
由
な
し
に
答
弁
が
さ
れ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
が
さ
れ
た
と
き
。

八

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
を
し
な
い
と
き
。

第
二
十
三
条
の
十
六
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
、「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
、「
命
じ
た
と
き
」
を

「
命
じ
、
若
し
く
は
請
求
し
た
と
き
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
期
間
を
定
め
て
基
準
適
合
性
認
証
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止

を
請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
、
登
録
認
証
機
関
が
当
該
請
求
に
応
じ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
。
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